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原子力機構 
 

本報では、HTTR（高温工学試験研究炉）と水素製造施設を接続し、高温ガス炉と水素製造施設の高い安全

性を実現する接続技術の確立を目的とした HTTR-熱利用試験計画の概要を報告する。 
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1. はじめに 原子力機構では、HTTR と商用技術が確立されている天然ガス水蒸気改質法による水素製造施

設を接続し、接続設備機器及びシステム設計技術の確立を目的とした HTTR-熱利用試験を計画している。 

2. 全体計画 原子力機構は、HTTR原子炉建家近傍に水素製造施設を新設し、既設 HTTR と接続する HTTR-

熱利用試験施設の設計、HTTR 改造、水素製造施設の製作及び据付等を段階的に進め、2030 年度までに水素

製造試験実施を目指している。並行して、約 900℃のヘリウム環境下でのシール性と耐熱性を備えた高温隔

離弁、水素製造施設への熱移送に用いる高温断熱配管の断熱材選定等、必要な接続設備機器の開発を進める。 

3. 基本仕様 HTTR-熱利用試験施設の設備構成案を図１に示す。HTTR２次ヘリウム冷却設備に水蒸気改質

器等、水素製造に必要な機器を追設し、高温ヘリウムを熱源として水素を製造する。水素製造施設は、天然

ガスを水蒸気改質器に供給する原料ガス供給設備、水蒸気改質器への水蒸気供給等を担う水蒸気供給設備、

生成水素を燃焼処理する後処理設備、起動停止時に水蒸気改質器内に窒素ガスを供給する不活性ガス供給設

備等で構成される。水素製造試験時、HTTR は高温試験運転（原子炉出口約 950℃）で１次加圧水冷却器及び

中間熱交換器に熱供給する並列運転を行い、中間熱交換器で約 900℃に加熱された２次ヘリウムは、放熱を

考慮し水蒸気改質器に流量約 0.6 kg/s、温度約 820℃で供給され、約 800 Nm3/h の水素を製造する計画である。 

 

図１ HTTR-熱利用試験施設の設備構成案 
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